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東京都神社関係者大会
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奉
祝

天
皇
陛
下
御
即
位
御
大
典

東
京
都
神
社
関
係
者
大
会

１
０
月
１
８
日(

金) 

明
治
神
宮
会
館
に
て
「
天
皇
陛
下

御
即
位
御
大
典
東
京
都
神
社
関
係
者
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
東
京
都
内
の
神
社
か
ら
神
職
と
氏
子
総
代
、
関

係
者
な
ど
総
勢
千
八
百
名
が
参
加
す
る
大
き
な
規
模
の
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
前
に
は
清
興
と
し
て
陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
音
楽

隊(

練
馬
区
朝
霞
駐
屯
地
駐
在)

に
よ
る
演
奏
会
が
あ
り
、

開
宴
に
あ
た
り
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
物
部
彩
花

氏
の
歌
唱
で
「
君
が
代
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
次
に

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
葛
城
奈
海
さ
ん
に
よ
る
「
御
代
替
わ

り
に
考
え
る
～
国
と
自
然
を
守
る
と
い
う
こ
と
～
」
と
い

う
演
題
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
神
宮
遥
拝
に
始
ま
り
、
当
日
午
前
中
に
、

関
係
者
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
明
治
神
宮
参
拝
報
告
の
後
、

東
京
都
神
社
庁
長
の
小
野
貴
詞
氏
と
東
京
都
神
社
総
代
会

会
長
の
吉
野
氏
が
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
来
賓
か
ら

は
、
神
社
本
庁
統
理
の
鷹
司
尚
武
氏(

代
読)

、
伊
勢
神
宮

大
宮
司
の
小
松
揮
世
久
氏(

代
読))

、
神
道
政
治
連
盟
会

長
の
打
田
氏(

代
読)

、
参
議
院
議
員
で
元
環
境
大
臣
の
中

川
雅
治
氏
、
参
議
院
議
員
で
元
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣
の
丸
川
珠
代
氏
、
有
村
治
子
氏
、

そ
の
他
来
賓
の
方
々
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
「
敬
神
崇
祖
の
誓
い
」
を
東
京
都
氏
子
青
年
協
議
会

会
長
の
井
川
邦
夫
氏
の
先
導
で
唱
和
し
、
大
宮
八
幡
宮
宮

司
の
鎌
田
紀
彦
氏
の
発
声
で
聖
寿
万
歳
を
三
唱
し
て
式
典

は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

氷
川
神
社
か
ら
は
、
氏
子
総
代
の
高
田
芳
作
氏
、
村
中

丈
祐
氏
、
氏
子
青
年
会
会
長
の
由
井
営
太
郎
氏
に
ご
参
加

戴
き
ま
し
た
。

会場の明治神宮会館

物部彩花さんによる「君が代」

陸上自衛隊東部方面音楽隊
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氷
川
神
社
の
匠

～
其
の
十
一
～

昨
年
９
月
よ
り
開
始
し
た
日
々
の
境
内
清
掃
整
備
は
順
調

に
進
ん
で
お
り
、
日
々
神
社
が
清
ら
か
に
変
化
し
て
い
く
こ

と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
境
内
各
所
や

備
品
な
ど
の
修
復
、
整
備
も
並
行
し
て
開
始
し
ま
し
た
。
金

子
さ
ん
と
山
本
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
老
朽
化
、
損
傷
し
た

も
の
を
丁
寧
に
手
作
業
で
修
復
し
、
新
た
な
命
を
吹
き
込
み
、

ま
た
新
た
な
も
の
を
作
り
出
し
て
く
れ
て
ま
す
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
「
氷
川
神
社
手
水
舎
整
備
」
で
す
。

手
水
舎
周
辺
に
は
鉄
柵
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
前
方
部
分

を
除
去
し
て
開
放
感
あ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
裏

部
分
に
あ
る
鉄
柵
に
竹
を
据
え
付
け
て
戴
き
ま
し
た
。
神
社

ら
し
い
雰
囲
気
あ
る
も
の
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
各
所
の
整
備
を
地
道
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

整備前

ま
た
宝
扇
会
の
長
田
さ
ん
に
は
定
期
的
に
町
会

神
輿
庫
屋
根
の
溝
に
た
ま
っ
た
銀
杏
や
落
葉
の
収

集
を
し
て
戴
い
て
ま
す
。
日
頃
行
き
届
か
な
い
と

こ
ろ
で
す
の
で
、
本
当
に
有
難
い
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
集
め
た
銀
杏
も
丁
寧
に
処
理
し
て
く
れ
て
参

拝
者
や
関
係
者
に
配
布
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

整備後

一
本
一
本
丁
寧
に
竹
を
据
え
付
け
て
戴
き
ま
し
た

背後に竹があることで神社
らしい雰囲気になりました

竹を切除する作業の様子

屋根溝にたまった落葉と銀杏屋根の上で大活躍の長田さん
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(左)晴天祈願の様子 (右)東京オペラシティ熱供給㈱の皆様

東京オペラシティ熱供給㈱

気
象
神
社

(

晴
天
祈
願
祭)

気
象
神
社
で
は
個
人
・
法
人
向
け
の
気
象
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
祈
願
祭
を
執
り
行
っ
て
ま
す
が
、
今
回
は
毎
年
晴
天

祈
願
に
お
越
し
に
な
る
法
人
様
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

６
月
２
７
日(

木)

、
１
０
月
１

７
日(

木)

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
熱
供

給
㈱
様
が
晴
天
祈
願
の
為
に
御
来

臨
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
熱
供
給
㈱

は
、
た
ゆ
み
な
い
発
展
を
続
け
る

西
新
宿
の
初
台
淀
橋
地
域
に
建
つ
、

情
報
発
信
の
拠
点
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
本
社
ビ
ル
」
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
専

用
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
持
つ

「
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
ビ
ル
」
、

オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
現
代
舞
踊
な

ど
を
上
演
す
る
「
新
国
立
劇
場
」
、

こ
れ
ら
の
建
物
に
、
芸
術
・
文
化

の
街
区
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
の
実

現
に
向
け
て
、
冷
房
と
暖
房
の
熱

供
給
を
し
て
お
り
ま
す
。

熱
の
供
給
を
通
じ
て
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献

す
る
と
共
に
、
安
全
で
快
適
な
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
す
。

気
象
神
社
へ
は
、
晴
天
祈
願
、
安

全
供
給
祈
願
、
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

が
無
事
に
成
功
す
る
よ
う
に
お
越

し
戴
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
社

運
隆
昌
、
ま
た
関
係
者
皆
様
の
健

康
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
は
企
業
様
か

ら
の
祈
祷
依
頼
が
増

え
て
お
り
ま
す
。
晴

天
祈
願
を
は
じ
め
と

す
る
気
象
に
関
す
る

各
種
祈
願
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

『
日
本
唯
一
』
の
気
象
神
社
に
は
連
日
多
く

の
参
拝
者
が
お
越
し
に
な
り
ま
す
。
参
拝
後
は

気
象
神
社
の
授
与
品
を
お
求
め
に
な
ら
れ
る
方

も
増
え
て
お
り
ま
す
。
毎
月
気
象
神
社
の
授
与

品
を
紹
介
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

気
象
神
社
授
与
品
の
紹
介
②

今月は「晴守(はれまもり)」の紹介です。
先月紹介した「下駄絵馬」と並び、気象神
社授与品の中でも長年授与させて戴ている
ものです。晴天祈願に特化したお守りで、
晴天をもたらすお力がたくさんこめられて
います。「この日に晴れてほしい！」とい
う参拝者が日々お求めになられます。

気象神社【晴守】

晴守

遠方からお越しになり、
お求めになる方も増えて
おり、また御利益を感じ
て戴いた方々にはお礼参
りにお越し戴いてます。

台
風
１
９
号

９
月
の
台
風
１
５
号
に
続
き
、
東
日
本
地
区

を
直
撃
し
た
台
風
１
９
号
は
関
東
地
方
、
信
越

地
方
、
東
北
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
現
在
も
被
災
各
地
で
は
復
旧
活
動
が

日
夜
続
い
て
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
、
今

な
お
い
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
全
て
の

方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
神
社
で
は
大
き
な
被
害
は
特
に
な
く
枝
木

が
多
数
落
下
し
た
程
度
で
済
み
ま
し
た
。
台
風

翌
日
に
は
地
元
の
方
々
が
集
ま
っ
て
く
れ
て
、

落
葉
収
集
な
ど
清
掃
活
動
を
し
て
戴
き
、
そ
の

日
の
う
ち
に
完
全
に
リ
カ
バ
リ
ー
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

落下した大量の銀杏

落下した枝木
清掃をして戴きました
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今
年
７
月
に
竣
工
し
た
高
円
寺
学
園
の

落
成
式
に
氷
川
神
社
と
し
て
出
席
し
て
き

ま
し
た
。

高
円
寺
学
園
は
、
杉
並
第
四
小
学
校
、

杉
並
第
八
小
学
校
、
高
円
寺
中
学
校
の
３

校
に
よ
る
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
教
育

校
と
し
て
令
和
２
年
に
開
校
し
ま
す
。

落
成
式
で
は
杉
並
区
教
育
委
員
会
事
務

局
学
校
整
備
課
長
の
渡
邊
氏
に
よ
る
開
式

の
辞
か
ら
始
ま
り
、
杉
並
区
の
田
中
区
長

に
よ
る
式
辞
、
各
来
賓
の
皆
様
か
ら
の
ご

挨
拶
が
あ
り
、
児
童
、
生
徒
に
よ
る
合
唱

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

高
円
寺
学
園

竣
工
落
成
式

田中区長による式辞

高円寺学園の外観屋内プール

教室

杉
並
第
八
小
学
校
の
子
供
た
ち
が

お
越
し
に
な
り
ま
し
た

～
地
域
学
習
～

１
０
月
２
４
日(

木) 

杉
並
第
八
小
学
校
の
子
供

た
ち
が
地
域
学
習
の
た
め
に
氷
川
神
社
に
お
越
し
に

な
り
ま
し
た
。

子
供
達
か
ら
の
質
問
を
答
え
る
形
で
進
め
、
氷
川
神

社
の
由
緒
、
参
拝
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

来
年
か
ら
は
杉
並
第
四
小
学
校
と
杉
並
第
八
小
学
校

が
統
合
し
て
高
円
寺
学
園
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
行

事
が
続
く
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

朝
倉
マ
ン
シ
ョ
ン

新
築
工
事

地
鎮
祭

１
０
月
２
６
日(

土)

に
朝
倉
マ
ン
シ
ョ
ン
の
新
築
工

事
地
鎮
祭
に
氷
川
神
社
と
し
て
奉
仕
さ
せ
て
戴
き
ま
し

た
。朝

倉
紀
美
江
様
は
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
に
ん
じ
ん
」
の
代
表
を
務
め
て
お
り
、
今
年
３
月
に

開
催
し
た
「
ひ
な
祭
り
餅
つ
き
大
会
」
で
は
豚
汁
を
振

舞
っ
て
戴
き
ま
し
た
。
来
年
の
「
ひ
な
祭
り
餅
つ
き
大

会
」
で
も
に
ん
じ
ん
の
皆
様
に
ご
参
加
戴
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

工
事
が
安
全
に
進
み
、
無
事
に
新
築
建
物
が
完
工
し
、

そ
し
て
何
よ
り
も
工
事
関
係
者
の
健
康
、
弥
栄
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

地鎮祭終了後に記念撮影
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高南宝扇会による清掃植樹作業⑦
令和元年１０月２０日(日)

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

高
南
宝
扇
会
で
す
が
、
今
年
の
４
月

か
ら
毎
月
第
三
日
曜
日
に
神
社
の
清

掃
な
ど
を
手
伝
っ
て
戴
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
４
月
に
始
ま
っ
て
七
回

目
の
今
回
は
境
内
清
掃
と
花
の
植
替

え
を
行
い
ま
し
た
。

１
０
月
は
毎
週
の
よ
う
に
台
風
が

発
生
し
、
雨
の
日
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
悪
天
候
で
枯
れ
て
し

ま
っ
た
一
部
の
花
の
植
え
替
え
を
し

て
戴
き
ま
し
た
。
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
成
長
す
る
花
を
用
意
し
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
水
を
与
え

て
、
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

毎
月
本
当
に
感
謝
し
て
ま
す
。
今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

改
め
て
宝
扇
会
の
皆
様
に
は
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

終
了
後
に
皆
さ
ん
で
お
茶
を
楽
し
み
ま
し
た

高
南
宝
扇
会

東
京
都
都
民
安
全
推
進
本
部
長
賞

受
賞

１
０
月
２
９
日(

火) 

東
京
都
庁
都
民
ホ
ー

ル
に
て
東
京
都
都
民
安
全
推
進
本
部
長
賞
授

賞
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
高
南
宝
扇
会
が
都
内
に
あ

る
多
く
の
団
体
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
受
賞
し

ま
し
た
。
表
彰
式
に
は
会
長
の
佐
山
朝
子
さ

ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
地
域
で

の
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
清
掃
活
動
、
植

樹
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

受
賞
団
体
に
よ
る
記
念
撮
影

高
南
宝
扇
会
会
長
の
佐
山
朝
子
さ
ん

宝扇会の防犯パトロール隊が「令和元年度東京都都民安全推進本
部長賞」の表彰式で感謝状を頂きました。嬉しいと同時に恐縮して
おります。私達宝扇会の防犯パトロール隊について考えてみますと、
地域のパトロールや高円寺駅での何でも反抑団、公園、緑道の花植
え又地域清掃など、10年以上こうした地道な活動を継続的に実施し
ている事が治安向上に貢献していると評価されたそうです。これか
らも今まで以上にパトロール隊の活性化の為にも皆様と一緒に頑
張っていくと共に、大所高所からのご意見を賜りますようよろしく
お願いいたします。

高南宝扇会・佐山会長

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjet_aE7OzhAhXtGKYKHc1QDRYQjRx6BAgBEAU&url=http%3A%2F%2Fwww.sozaidas.com%2F116illust06.html&psig=AOvVaw0u_Z--pirgxXmyQHX2mVjA&ust=1556336661341328
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjet_aE7OzhAhXtGKYKHc1QDRYQjRx6BAgBEAU&url=http%3A%2F%2Fwww.sozaidas.com%2F116illust06.html&psig=AOvVaw0u_Z--pirgxXmyQHX2mVjA&ust=1556336661341328
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
二
十
五
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
二
十
五
話
は
ツ
バ
メ
ヤ
眼
鏡
店
社
長
の

杉
谷
宗
彦
さ
ん
で
す
。

「
会
社
三
十
年
説
」

杉
谷

宗
彦

す
ぎ
た
に

む
ね
ひ
こ

氷
川
神
社
・
社
報
が
カ
ラ
ー
刷
り
に
な
り

「
こ
う
え
ん
じ
ん
」
が
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
当
然
な
が
ら
登
場
す
る
人
物
は
、
氏

子
総
代
さ
ん
は
じ
め
地
元
の
名
士
の
面
々
だ
。

で
、
今
回
私
奴
に
御
指
名
が
か
か
っ
た
。
ム
ッ

ム
ッ
ム
ー
ッ
ツ
、
私
が
名
士
か…

迷
士
か…

。

二
十
年
程
前
、
雑
誌
「
致
知(ch

ich
i)

」
藤
尾

社
長
の
講
話
を
聴
い
た
。
『
会
社
の
継
続
は
大

変
な
こ
と
で
す
ヨ
』
と
話
さ
れ
、
事
例
と
し
て

兵
庫
県
明
石
市
の
明
石
神
社
を
挙
げ
た
。
明
治

時
代
に
造
営
さ
れ
た
玉
垣
に
会
社
の
奉
納
者
が

約
二
百
社
あ
る
が
、
現
在
残
っ
て
い
る
の
は

た
っ
た
一
社―

と
の
事
。
で
は
氷
川
神
社
は
ど

う
か
？
平
成
１
８
年
、
私
が
初
め
て
デ
ジ
カ
メ

を
手
に
し
た
記
念
に
撮
っ
た
の
が
氷
川
さ
ま
の

玉
垣
で
あ
る
。
カ
ウ
ン
ト
し
て
み
る
と
会
社
１

２
７
、
個
人
１
０
２
、
合
計
２
２
９
の
奉
納
者

氏名 ： 杉谷宗彦 (スギタニムネヒコ)
生年月 ： 昭和１６年１１月２１日
出身地 ： 東京都杉並区高円寺
血液型 ： Ａ型
趣味 ： 書道、篆刻、短歌、ゴルフ
特技 ： 阿波おどり、落語
座右の銘： 去華就実(日ハム齋藤祐樹選手と同じ)

高円寺お薦めスポット
： JR高円寺駅ホームからの朝やけ

一言 ： 生涯現役

自己紹介

名
が
確
認
で
き
る
。
で
、
現
在

残
っ
て
い
る
会
社
は
２
３
社
。

継
続
は
難
し
い
と
い
う
証
左
か
。

私
の
父
、
杉
谷
外
治
が
青
山

で
の
修
業
を
終
え
、
高
円
寺
に

「
ツ
バ
メ
ヤ
眼
鏡
店
」
を
開
業

し
た
の
が
、
昭
和
１
１
年
６
月

１
日
。
高
円
寺
で
も
古
参
の
部

類
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の

氷
川
さ
ま
の
玉
垣
に
「
ツ
バ
メ

ヤ
眼
鏡
店
」
が
な
い
。
父
の
性

格
か
ら
し
て
奉
納
し
な
い
訳
は

な
い
。
こ
れ
は
謎
で
あ
る
。
天

界
に
行
っ
た
時
、
そ
の
理
由
を

し
っ
か
り
聞
い
て
み
よ
う
。

ち
な
み
に
高
円
寺
で
永
く
営

業
さ
れ
て
い
る
お
店
の
創
業
年

を
調
べ
て
み
た
。
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徳島発【藍染め眼鏡】
ツバメヤ眼鏡店は都内で唯一藍染
眼鏡をお求めになれます
☎０３－３３３７－４１３３

・
べ
ル
ピ
ア(

城
石
ふ
と
ん
店)

大
正
１
１
年

・
豊
喜
屋

大
正
１
３
年

・
竹
下
精
肉
店

大
正
１
３
年

・
ツ
ル
薬
局

昭
和
２
年

・
大
黒
屋
呉
服
店

昭
和
４
年

・
金
子
園

昭
和
９
年

・
杉
嶋
赤
正
堂

昭
和
１
０
年

・
ツ
バ
メ
ヤ
眼
鏡
店

昭
和
１
１
年

・
ミ
カ
ド
薬
局

昭
和
１
５
年

社
報
１
６
０
号
で
大
須
賀
丈
生
さ

ん
が
書
い
て
お
ら
れ
た
が
、
前
宮
司

山
本
雅
道
氏
と
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮

の
『
お
木
曳
き
』
に
参
加
し
た
の
は

懐
か
し
い
想
い
出
だ
。
旅
行
記
は
社

報
４
２
号(

昭
和
６
１
年
８
月
号)

に

あ
る
の
で
ご
覧
あ
れ
。

そ
し
て
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
。
今

年
で
第
６
３
回
の
大
会
は
無
事
終
了

し
た
が
、
そ
も
そ
も
氷
川
神
社
奉
納

バ
カ
踊
り
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
阿

波
お
ど
り
に
ド
ッ
プ
リ
つ
か
っ
て
い

る
私
に
は
、
氷
川
さ
ま
と
の
縁
は
深

い
。
「
落
語
」
に
つ
い
て
も
書
き
た

か
っ
た
が
、
紙
面
が
な
く
な
っ
た
。

お
あ
と
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で―

。

ツ
バ
メ
ヤ
眼
鏡
店
社
長

お祭りの様子

落語仲間と
(一番左が杉谷さん)

氷
川
神
社
境
内
を
囲
む
玉
垣

高
円
寺
駅
の
朝
や
け

阿
波
踊
り
を
披
露
す
る

杉
谷
さ
ん(

平
成
２
年)
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
二
十
六
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
二
十
六
話
は
氏
子
青
年
会
会
員
の
奥
田

敬
三
さ
ん
で
す
。

「
高
円
寺
と
共
に
」

奥
田
敬
三

お
く
だ

け
い
ぞ
う

私
は
五
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
昭

和
２
２
年
１
２
月
３
０
日
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
役
所
が
年
末
年
始
の
休
み
に

入
っ
た
為
、
両
親
は
年
が
明
け
て
か
ら

１
月
１
日
生
ま
れ
と
し
て
出
生
届
け
を

出
し
た
の
で
生
ま
れ
て
こ
の
方
、
誕
生

日
祝
い
と
い
う
も
の
を
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん(

笑)

生
ま
れ
た
地
は
世
田
谷
区
八
幡
山
で

前
は
作
家
の
大
宅
壮
一
邸
、
隣
は
都
立

松
沢
病
院
と
い
う
広
大
な
敷
地
の
病
院

で
し
て
、
小
さ
い
頃
は
そ
の
中
に
あ
る

池
の
周
り
で
よ
く
遊
ん
だ
も
の
で
し
た
。

小
学
校
、
中
学
校
と
も
自
宅
か
ら
遠

か
っ
た
の
で
、
近
所
に
同
級
生
の
遊
び

相
手
が
い
な
く
少
し
寂
し
か
っ
た
も
の

で
す
。

氏名 ： 奥田敬三(オクダケイゾウ)
生年月日： 昭和２３年１月１日
出身地 ： 東京都世田谷区
血液型 ： Ｂ型
趣味 ： ゴルフ、音楽鑑賞
特技 ： 特になし
座右の銘： 自問自答
高円寺お薦めスポット

： 高円寺南の商店街
一言 ： 宜しくお願い申し上げます

自己紹介

神
社
の
色
々
な
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
ひ
な
祭
り
餅
つ
き
大

会
、
除
夜
祭
、
七
福
神
巡
り
、

氏
青
全
国
大
会
、
お
酉
様

等
々
、
ま
た
山
本
先
代
宮
司

と
一
緒
に
遊
び
に
行
っ
た
り
、

氏
青
仲
間
と
登
山
や
飲
み
会

を
を
し
た
り
と
私
の
青
年
壮

年
時
代
を
通
し
て
楽
し
い
こ

と
で
一
杯
で
し
た
。

高
円
寺
と
い
う
地
は
中

野
・
阿
佐
谷
・
荻
窪
な
ど
に

比
べ
て
と
て
も
町
会
、
商
店

会
の
結
束
が
強
く
良
い
関
係

を
保
っ
て
い
る
町
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
地
に
来
て
も
う

す
ぐ
５
０
年
経
ち
ま
す
が
残

り
の
人
生
何
ら
か
の
形
で
氷

川
神
社
様
は
じ
め
町
会
、
商

店
会
の
活
動
に
今
後
と
も
関

わ
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

奥
田
事
務
機
器
㈱
代
表

～神社より～
今月は杉谷さんと奥田さんを紹介させて戴

きました。杉谷さんの玉垣のお話しはもとよ
り、高円寺で最も歴史ある商店について知る
ことができて有意義でした。藍染眼鏡はとて
も素敵なものなので、是非お求めになって下
さい。
奥田さんは氏子青年会でご活躍されており、

日頃の活動では本当にお世話になっておりま
す。今夏の神幸祭でも裏方としてお手伝いし
て戴きました。これからも一人でも多く紹介
していきたいのでご協力をお願い申し上げま
す。
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八
幡
山
に
は
２
６
歳
ま
で
居
り
、
そ

の
後
、
現
在
の
妻
と
の
縁
が
あ
り
結
婚
、

そ
し
て
妻
の
父
親
が
経
営
す
る
奥
田
事

務
機
器
㈱
に
入
社
し
、
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
義
父
は
町
会
商
店
会
で
役

員
な
ど
を
務
め
て
お
り
、
積
極
的
に
地

域
に
関
わ
り
、
又
現
在
の
高
円
寺
阿
波

踊
り
の
前
身
で
あ
る
バ
カ
踊
り
を
商
店

会
の
仲
間
と
共
に
始
め
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
そ
ん
な
環
境
の
中
、
私
も
町

会
や
商
店
会
活
動
に
少
し
ず
つ
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
、
地
元
に
溶
け
込
ん
で

い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
氷
川
神
社
の
氏
子
青
年

会
へ
の
お
誘
い
を
戴
き
、
入
会
し
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
、
会
長

職
も
経
験
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
今
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
氏
子
青
年
会
仲
間

と
過
ご
し
た
こ
と
が
と
て
も
楽
し
く
思

い
返
せ
ま
す
。

(

上)

氏
子
青
年
会
の
親
睦
旅
行

(

下)

仲
間
と
共
に
登
山

神幸祭受付にて
(右から二人目が奥田さん)

南氷川町会の方々と(例大祭)



氷 川 神 社 社 報

ひ
か
わ
１
６
４
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
暑
い
夏
を
過
ご
し
て

い
た
か
と
思
え
ば
、
い
つ
の
ま

に
か
冬
支
度
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
年
末

年
始
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
そ

う
で
す
。
新
年
の
靖
國
神
社
正

式
参
拝
は
靖
國
神
社
本
殿
に
昇

殿
で
き
る
本
当
に
貴
重
な
経
験

で
す
。
本
殿
内
は
そ
こ
だ
け
は

都
心
と
は
思
え
な
い
凛
と
し
た

不
思
議
な
空
間
に
入
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
是
非
、
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

8

🌸

お
知
ら
せ

🌸

氷
川
神
社
で
は
、

新
年
清
祓(

初
詣)

を

始
め
、
厄
祓
い
、

そ
の
他
各
種
祈
祷

を
承
っ
て
お
り
ま

す
。
年
の
始
め
に

是
非
、
神
恩
感
謝

と
弥
栄
、
安
寧
を

祈
願
い
た
し
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く

は
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

皆
様
の
ご
来
臨
を

お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。

令和元年11月吉日 第164号 (令和元年11月号)

１
１
月
４
日(

月)

テ
レ
ビ
東
京

「
朝
の
！
散
歩
道
」(

７
時
３
５

分
～)

に
気
象
神
社
が
登
場
し
ま

し
た
。

当
日
は
東
京
メ
ト
ロ
丸
の
内
線

沿
線
沿
い
が
テ
ー
マ
で
タ
レ
ン
ト

の
に
し
お
か
す
み
こ
さ
ん
が
気
象

神
社
に
お
立
ち
寄
り
に
な
り
ま
す
。

気
象
神
社
で
参
拝
さ
れ
た
後
、

「
照
々
み
く
じ
」
を
引
い
て
行
か

れ
ま
し
た
。

◆
「
朝
の
！
散
歩
道
」
に

気
象
神
社
が
登
場

◆
訂
正
と
お
詫
び

社
報
１
６
２
号
で

下
記
奉
納
者
名
が
漏

れ
て
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
に
訂
正
し
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

P8
清酒2升
恵比寿クリニーク
産後整体院

新
年
祈
祷
の
ご
案
内

ご予約・お問い合わせ

氷川神社 ☎０３－３３１４－４１４７
Email   kontani.daishin@koenji-hikawa.com

～靖國神社正式参拝・高御座見学～
日時：令和31年1月19日(日)

8：30～16：00
対象：氷川神社氏子地域の方、氷川神社関係者
会費：一人7,000円
(交通費、施設入場料、食事、保険含む)

内容：靖國神社 正式参拝
遊就館見学、靖國神社散策
靖國会館で昼食
高御座見学(東京国立博物館)

定員：80名 ※先着順にて締め切りさせて戴きます
お申込み、お問い合わせは以下までお願いします
氷川神社 ☎ 03-3314-4147
Email  :  kontani.daishin@koenji-hikawa.com

例
年
は
「
七
福
神
巡
り
」
を
開

催
し
て
ま
す
が
、
今
回
は
諸
事
情

(

関
東
各
地
の
お
寺
、
神
社
が
今

般
の
台
風
水
害
に
よ
り
受
入
が
困

難
で
あ
る
こ
と)

あ
り
、
こ
の
よ

う
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
靖
國

神
社
で
正
式
参
拝
で
き
る
機
会
は

大
変
貴
重
で
す
。
ま
た
高
御
座
は

１
０
月
の
天
皇
陛
下
御
即
位
の
儀

式
で
天
皇
陛
下
が
昇
ら
れ
た
も
の

で
生
で
見
ら
れ
る
こ
と
は
貴
重
な

機
会
で
す
。

前 厄 本 厄 後 厄

24才 25才 26才

平成9年生まれ 平成8年生まれ 平成7年生まれ

うし ねずみ いのしし

41才 42才 43才

昭和55年生まれ 昭和54年生まれ 昭和53年生まれ

さる ひつじ うま

60才 61才 62才

昭和36年生まれ 昭和35年生まれ 昭和34年生まれ

うし ねずみ いのしし

前 厄 本 厄 後 厄

18才 19才 20才

平成15年生まれ 平成14年生まれ 平成13年生まれ

ひつじ うま へび

32才 33才 34才

平成元年生まれ 昭和63年生まれ 昭和62年生まれ

へび たつ うさぎ

36才 37才 38才

昭和60年まれ 昭和59年生まれ 昭和58年生まれ

うし ねずみ いのしし

60才 61才 62才

昭和36年生まれ 昭和35年生まれ 昭和34年生まれ

うし ねずみ いのしし

◆数え年とは、満年齢に誕生日前には二才、誕生日後には一才を加えた年です。

令和2年　厄年年齢早見表(数え年によるもの)

男

性

の

厄

年

女

性

の

厄

年


